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(東北大)の BN の五発光などの興味深い報告が

あった。

最後に，この報告では，分担上，非磁性体でし

かも毘体の分光(なるべく非光電子分光)といっ

た分類で会議の特徴を述べたが，物震系も手法も
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表記の国際学会が立教大学を会場として開催さ

れ， 500 件以上の報告がなされた。このうち， 1 

/3 程度の報告が光電子分光法を測定手段として

使用していたが，原子@分子，表面科学， MCD 

やスピン分解などの分野を除いた題体の光電子分

光に限ると，オーラ lレ，ポスターセッションあわ

せて 50 件程度であった。

毘体のバルクの電子状態を調べるのに光電子分

光を使用した研究をプログラムの項目分けに従っ

て大まかに分けると，遷移金属酸化物やアクチナ

イド化合物を含む強相関物質系，高温超伝導体の

バンド構造をさぐるための角度分解光電子分光，

その他などであるO

このうち，ペロブスカイト控結品構造を持つ遷

移金属酸化物 RT03 (R :希土類， T: 濯移金属)，

セリウム化合物とアクチナイド化合物などの強相

関物質についての研究発表がかなりの数をしめて

いた。いずれの物質系の研究においても，各種の

実験パラメータに対する光電子スペクトルの形状

依存性を測定するなど電子相関の起因を調べるた

めにヲ工夫していた。たとえば遷移金属酸化物の

場合，バンド幅と寵子数をパラメータに取りフェ

ノレミ準位近傍のスペクト lレ形状を精密に測定した

539 

複合化してきているので，ここでは取り上げるこ

との出来なかった興味深い内容が，その他多く発

表されたのでヲプロシーヂィングを参照すること

をお薦めしたい。

〈大阪府立大学工学部)
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り， ëまた， RT03 の R を価数の異なる他の R と

し ドープ量や温度を測定パラメータにしヲ

ブェルミ準位近傍のスペクトル形状を精密に測定

したりして，理論的に予測される形状と比較し検

していた。これらの物質系ではおおむねスベク

トル形状は不純物 Anderson モヂノレで説明がつく

ということであった。

また，アクチナイド化合物では 51電子が濯移

金属の 3d や 4d電子などと比べて局在しているか，

していないかが問題になる O このために，バンド

計算や不純物 Anderson モヂルによる計算とスペ

クトル形状を比較している報告が多かった。いず

れの場合も，理論的に予想される構造を見るため

には，そうとうの高分解能(ムE---l0meV) のス

ベクトルが要求されるが，発表された研究ではほ

ぼこの分解能を達成していた。結論としてはアク

チナイド化合物では多くの物質で， 51電子関の

クーロン相互作用日fが実験的に求められないな

ど，不純物 Anderson モデルでは説明がつかない

物質が多いということだったO

高温超伝導体の電子状態の研究では，電子相関

とともにフェルミ準位ごく近傍のバンド構造が問

題となる O そこで，高分解能の角度分解光電子ア
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ナライザーを用いヲキャリヤー濃度とフェノレミ面

の位置の関係、を見たものがいくつかあった。これ

らの研究では，今後電子アナライザーの角度分解

能がもう少し上がれば，すばらしい結果を生むだ

ろうと予想される O

そのほか高分解能電子アナライザーを使用して，

希土類化合物やウラン化合物のフェルミ準位近傍

を精密に測定し，今まで光電子スペクトルでは誼

接見れなかった結晶場による準位の分裂を観測し

たものなどが発表されており，技術的発展にとも

ない，何か新しい発見につながる可能性があると

思われた。

以上大ざっぱに述べた測定は，ほとんどの報告

でエネルギー分解能ムE=10---100me V という高

分解能電子アナライザーを使用したもので，高分

解能電子アナライザーの普及がかなり重要である

ι，夫J酪しに。

従来からの伝統的な研究も数多く発表された。

希土類化合物における錨数混合状態を見るために，

倍電子スペクトルおよび内殻準位スペクトルを測

定した報告，半導体や磁性体などのバンド構造の

研究も健在であった。

単色X線励起による X 線放射スペクトルが今

匝の学会でかなりの数報告された(筆者の分担で

はないので内容に拡ふれない)が，これと相補的

88 

披射光第 8 巻第 5 号 (19路年)

な関係にある共鳴オージェ分光の研究が 2， 3 あっ

た。スペクテータオージェの運動エネルギーの励

起光エネルギー依存性が金属と絶縁体で異なるな

ど興味深い話があった。いままで， この分野では

国体試料についての研究はあまり数多くなかった

が，今後励起光のエネルギー範囲の広がりや光量

の増加とともに，色々おもしろい結果が期待され

る。

また， 20 年前に一応の決着がついたと(筆者

は)思っていた，不規則合金に対する CPA 理論

の妥当性を見るために，光電子スペクトルの形状

と理論から推定される形状を比較して， CPA 理

論では説明がつかないという報告には驚いた。

閤体の光電子分光研究全体の印象としては，ま

すます高分解能，励起エネルギーの高エネルギー

化など，の方向に進んでいると思われる。原子@
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電子ーオージェ電子，光電子一光など)の測定が

国体試料に対して行われていることを期待してい

たが，今回の学会では報告されなかったO

最後に，この学会は 5 つのセッションに分かれ

て発表が行われたので，本報告は筆者が聴いた一

部の研究発表を基にしたもので，国体の光電子分

光の全体象を表したものではないことをことわっ

ておきます。


